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「
続
い
て
、
最
優
秀
賞
の
発
表
で
す
」 

 
 

一
瞬
の
静
寂
の
後
、
自
由
曲
の
イ
ン
ト
ロ
が
体
育
館

に
流
れ 

 
 

歓
声
が
弾
け
た
。 

  

今
年
は
、
運
動
会
な
ど
、
様
々
な
行
事
が
「
コ
ロ
ナ
以

前
」
の
形
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
雪
谷
中
学
校
で
は
、

蛍
雪
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
昨
年
通
り
「
二
学
年
が
体

育
館
で
直
接
鑑
賞
＋
一
学
年
は
食
堂
で
映
像
を
視
聴
」
と

い
う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
以
前
、
三
学
年
が
体
育
館
に
入
っ
て
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
時
は
、
歌
う
人
た
ち
は
全
員
、

壇
上
の
ア
ル
ミ
ひ
な
壇
に
乗
っ
て
歌
っ
て
い
ま
し
た
。 

た
だ
、
私
も
最
上
段
に
立
っ
て
歌
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ア
ル
ミ
ひ
な
壇
の
最
上
段
は
か
な
り
高
く
、
立
つ

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
元
々
は
写
真
を
撮
る
た

め
の
段
な
の
で
、
段
と
段
と
の
間
隔
が
狭
く
、
前
後
の
人

が
く
っ
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。 

      

全
力
で
集
中
し
て
歌
う
と
、
自
然
と
体
が
前
傾
し
た
り
、

前
後
に
揺
れ
た
り
し
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
ひ
な
壇
の
上
で
は

ほ
と
ん
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
し

て
も
胸
か
ら
上
だ
け
で
歌
い
が
ち
で
す
。 

 

昨
年
度
ま
で
、
雪
谷
中
学
校
で
は
、
感
染
症
予
防
対
応

と
し
て
、
前
後
の
間
隔
を
開
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
育
館
の

ス
テ
ー
ジ
の
前
に
木
製
の
段
を
組
み
、
ゆ
っ
た
り
と
間
隔

を
と
っ
て
立
て
る
よ
う
会
場
を
工
夫
し
ま
し
た
。
元
々
は

感
染
症
対
策
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、

「
歌
い
や
す
い
」
と
い
う
効
果
も
持
っ
て
い
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
良
い
効
果
は
、
今
後
も
生
か
し
、
生
徒
の
皆

さ
ん
が
全
力
で
歌
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
工
夫
が
う
ま
く
働
い
て
い
る
の
は
、
実
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ご
尽
力
に
よ
る
「
ラ
イ
ブ
配
信
」
の
お
か
げ
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

二
学
年
が
体
育
館
で
鑑
賞
し
て
い
る
間
、
も
う
一
学
年

は
食
堂
で
学
年
鑑
賞
を
実
施
し
て
い
ま
す
。Youtube

の

ラ
イ
ブ
配
信
を
音
楽
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
て
い
る

の
で
、
音
質
も
良
く
、
学
年
の
み
ん
な
で
、
素
晴
ら
し
い

合
唱
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

自
分
た
ち
の
体
験
が
多
く
の
方
た
ち
の
努
力
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
の
合
唱
は
大
変
質
が
高
く
、
審
査
が
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
工
夫
と
練
習
の
成
果
が
見
ら

れ
、
感
動
し
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
午
後
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
発
表
な
ど
を
、
全
校
生
徒
が
体

育
館
に
集
ま
っ
て
実
施
で
き
た
こ
と
も
、
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。 

 

吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
、
全
校
生
徒
が
手
拍
子
や
笑
顔
で

盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
す
。 

 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
運
動
会
以
上
に
難
易
度
の
高
い

行
事
で
す
。 

運
動
会
の
団
体
競
技
な
ど
で
も
練
習
の
積
み
重
ね
が

必
要
で
す
が
、
合
唱
は
そ
れ
以
上
に
、
集
中
力
と
繊
細
な

表
現
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員
の
心
が
一
つ
に

な
り
、
周
囲
の
友
達
の
歌
声
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
自
分

も
全
力
を
出
せ
る
稀
有
な
瞬
間
は
、
忘
れ
が
た
い
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

繊
細
で
あ
る
分
、
そ
の
瞬
間
を
達
成
す
る
の
は
と
て
も

難
し
い
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
な
り
の
最
高
の
合
唱
を
創

り
上
げ
る
た
め
に
、
一
生
懸
命
努
力
し
た
各
ク
ラ
ス
に
、

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
お
忙
し
い
中
ご
来
校
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
、

学
年
入
れ
替
え
制
や
、
立
ち
見
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

 

雪
中
だ
よ
り 

令
和
五
年 

十
一
月
一
日 

発
行 

大
田
区
立
雪
谷
中
学
校 

校 

長 
 

柳 
 

歓 

子 



  

                          

                            

       

   

◎令和５年 11月・12月の予定（行事予定は変更になる場合があります） 

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事 

11 

１ 水  

12 

１ 金 三者面談始 

２ 木  ２ 土 雪中まつり（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ行事） 

３ 金 文化の日 海外派遣始 ３ 日  

４ 土 東京都教育の日 ４ 月 生徒会朝礼 

５ 日  ５ 火  

６ 月 全校朝礼 Ｂ時間割開始 ６ 水 校内研究会 

７ 火  ７ 木  

８ 水 小中一貫教育の会 ８ 金 三者面談終 

９ 木  ９ 土 土曜補習教室⑤ 

10 金 連合音楽会 海外派遣終 10 日  

11 土 補習教室④ 11 月 安全指導 

12 日  12 火 避難訓練（火災） 

13 月 安全指導 13 水 職員会議 

14 火  14 木  

15 水 第３回定期考査 15 金 学校運営協議会 

16 木 第３回定期考査 16 土  

17 金 第３回定期考査 17 日 中学校スピーキングテスト予備日(3) 

18 土  18 月 生徒会朝礼 

19 日  19 火  

20 月 避難訓練（地震） 20 水 学年会 

21 火  21 木  

22 水 職員会議 22 金 大掃除 

23 木 勤労感謝の日 23 土  

24 金 交通安全教室(1) 24 日  

25 土  25 月 終業式 生徒意見交流会 

26 日 中学校スピーキングテスト(3) 26 火 冬季休業日始 

27 月 生徒会朝礼 27 水  

28 火  28 木 閉庁日 

29 水  29 金  

30 木  30 土  

   31 日  

 

〇スケアード・ストレート 

10月 24日（火）、全校生徒を対象とした「スケアード・ストレート」 

を実施しました。プロのスタントマンの方々に、交通事故の場面を再現 

していただくことで、交通事故の怖さや起きやすい状況を学びました。 

 これからも交通ルールを守り、安全に気を付けていきましょう。 


